
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号及び音声信号を符号化して第１の符号化情報を出力する第１の符号化手段と、
　複数の地域に関する特定の情報である地域別情報を符号化して第２の符号化情報を出力
する第２の符号化手段と、
　少なくとも、上記第１の符号化情報、及び、上記地域別情報内の各地域の情報毎に各々
地域コードが挿入される上記第２の符号化情報を多重化して送信する送信手段とを有する
送信装置と、
　少なくとも、映像信号及び音声信号が符号化された上記第１の符号化情報と、複数の地
域に関する特定の情報である地域別情報が符号化されると共に当該地域別情報内の各地域
の情報毎に各々地域コードが挿入される上記第２の符号化情報とが多重化された特定の放
送信号を選局する選局手段と、
　上記選局手段により選局された上記特定の放送信号を上記第１の符号化情報及び上記第
２の符号化情報に分離する信号分離手段と、
　上記第１の符号化情報を復号して上記映像信号及び上記音声信号を出力する第１の復号
手段と、
　入力される地域コードと、上記第２の符号化情報に挿入される地域コードとが一致した
ときに、当該地域コードに対応する上記第２の符号化情報を復号し、復号された地域別情
報を出力する第２の復号手段と、
　上記第２の復号手段より出力された地域別情報を蓄積する地域別情報蓄積手段と、
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　本装置の位置を検出し、当該検出された位置に対応する地域コードを上記第２の復号手
段に供給する位置検出手段とを有する受信装置とを備え、
　上記位置検出手段は、

　
を休止状態 することを特徴とする送受信システム。

【請求項２】
　更に、外部コマンダからの入力信号としての地域コードを上記第２の復号手段に供給す
る制御手段を備えたことを特徴とする請求項１に記載の送受信システム。
【請求項３】
　上記位置検出 は、
　複数衛星からの位置信号を受信するＧＰＳ受信 ことを特徴とする請求項１に記
載の送受信システム。
【請求項４】

記メモリ手段は、
　上記地域情報コードを上記地域コードに変換するためのテーブルを記憶し、入力される
上記地域情報コードに対応する上記地域コードを出力することを特徴とする請求項 に記
載の送受信システム。
【請求項５】
　上記位置検出 は、
　複数地域から送信されるテレビ放送波の電界強度に基づいて上記受信装置の位置を検出
することを特徴とする請求項１に記載の送受信システム。
【請求項６】
　更に、外部からの選択信号に応じて上記地域別情報蓄積手段に蓄積される複数の地域別
情報を選択的に出力する第１のセレクタとを備えたことを特徴とする請求項１に記載の送
受信システム。
【請求項７】
　更に、外部からの選択信号に対応する制御信号を出力する制御部と、
　上記制御部からの制御信号に応じて、上記第１の復号手段で復号された上記映像信号、
上記音声信号、及び上記第１のセレクタから出力される地域別情報を選択的に出力する第
２のセレクタとを備えたことを特徴とする請求項 に記載の送受信システム。
【請求項８】
　少なくとも、映像信号及び音声信号が符号化された第１の符号化情報と、複数の地域に
関する特定の情報である地域別情報が符号化されると共に当該地域別情報内の各地域の情
報毎に各々地域コードが挿入される第２の符号化情報とが多重化された特定の放送信号を
選局する選局手段と、
　上記選局手段により選局された上記特定の放送信号を上記第１の符号化情報及び上記第
２の符号化情報に分離する信号分離手段と、
　上記第１の符号化情報を復号して記映像信号及び上記音声信号を出力する第１の復号手
段と、
　入力される地域コードと、上記第２の符号化情報に挿入される地域コードとが一致した
ときに、当該地域コードに対応する上記第２の符号化情報を復号し、復号された地域別情
報を出力する第２の復号手段と、
　上記第２の復号手段より出力された地域別情報を蓄積する地域別情報蓄積手段と、
　本装置の位置を検出し、当該検出された位置に対応する地域コードを上記第２の復号手
段に供給する位置検出手段とを備え、
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　本受信装置の位置を検出する位置検出部と、
　上記位置検出部により検出された位置情報から地域コードよりも精度の高い地域情報コ
ードを判別する地域判別手段と、
　上記地域判別手段により判別された上記地域情報コードを蓄積すると共に、当該地域情
報コードに対応する地域コードを上記第２の復号手段に供給するメモリ手段とを有し、

上記位置を検出した後は、上記メモリ手段を動作させ、上記位置検出部及び上記地域判
別手段 とするように制御

部
部である

　上

１

部

６



　上記位置検出手段は、

　
を休止状態 することを特徴とする受信装置。

【請求項９】
　更に、外部コマンダからの入力信号としての地域コードを上記第２の復号手段に供給す
る制御手段を備えたことを特徴とする請求項 に記載の受信装置。
【請求項１０】
　上記位置検出 は、
　複数衛星からの位置信号を受信するＧＰＳ受信 ことを特徴とする請求項 に記
載の受信装置。
【請求項１１】

記メモリ手段は、
　上記地域情報コードを上記地域コードに変換するためのテーブルを記憶し、入力される
上記地域情報コードに対応する上記地域コードを出力することを特徴とする請求項 に記
載の受信装置。
【請求項１２】
　上記位置検出手段は、複数地域から送信されるテレビ放送波の電界強度に基づいて上記
受信装置の位置を検出することを特徴とする請求項 に記載の受信装置。
【請求項１３】
　更に、外部からの選択信号に応じて上記地域別情報蓄積手段に蓄積される複数の地域別
情報を選択的に出力する第１のセレクタとを備えたことを特徴とする請求項 に記載の受
信装置。
【請求項１４】
　更に、外部からの選択信号に対応する制御信号を出力する制御部と、
　上記制御部からの制御信号に応じて、上記第１の復号手段で復号された上記映像信号、
上記音声信号、及び上記第１のセレクタから出力される地域別情報を選択的に出力する第
２のセレクタとを備えたことを特徴とする請求項１ に記載の受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、放送システムなどに適用して好適な および受信装置に関す
る。詳しくは、放送信号の他にその地域特有な情報（地域別情報）を送信し、受信側では
地域コードによってその地域別情報を検索し、これを表示することによってその地域特有
な情報（天気図、地図、コマーシャルなど）を入手できるようにしたものである。
【０００２】
【従来の技術】
ディジタル技術の発展に伴い、放送界でも放送信号を含めた各種情報をディジタル化した
インタラクティブ形式の統合ディジタル放送システム（ＩＳＤＢ（ Integrated Services 
Digital Broadcasting）システムという）が研究・開発されている。
【０００３】
具体的には、このＩＳＤＢシステムとは現行の放送信号（標準テレビジョン信号、ハイビ
ジョン信号）を始めとして、ソフトウエアやファクシミリなどのデータ、さらには音声、
文字、図形、画像などのマルチメディア情報をそれぞれディジタル化（符号化）し、それ
らを統合多重化した上で、伝送形態に合致した変調処理を施して送受信するようにした放
送システムのことである。
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　本受信装置の位置を検出する位置検出部と、
　上記位置検出部により検出された位置情報から地域コードよりも精度の高い地域情報コ
ードを判別する地域判別手段と、
　上記地域判別手段により判別された上記地域情報コードを蓄積すると共に、当該地域情
報コードに対応する地域コードを上記第２の復号手段に供給するメモリ手段とを有し、

上記位置を検出した後は、上記メモリ手段を動作させ、上記位置検出部及び上記地域判
別手段 とするように制御

８

部
部である ８

　上

８

８

８

３

送受信システム



【０００４】
放送信号を含めた各種情報を統合多重化する場合、これらの情報の他に受信側での制御情
報として使用する付加情報も同時に統合多重化されて送信することができる。統合化され
たＩＳＤＢ用放送信号（ディジタル信号）は地上波、衛星波、光ケーブルなどを利用して
送信される。
【０００５】
受信端末側では、統合化されたＩＳＤＢ用放送信号を受信して目的の信号を弁別すること
によってそれをモニタに表示させて通常のテレビ放送として楽しむことができることは勿
論、記録手段を用いて記録（保存）したり、他の端末に転送したりすることができる。さ
らに受信した付加情報を利用すれば、モニタ制御、記録制御さらにはモニタされた画像に
対する加工制御など、ユーザの好みに応じて受信情報を利用できることになる。つまり、
対話形式（インタラクティブ）の放送システムを構築できる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
したがってこのＩＳＤＢシステムを利用すれば、送信される付加情報が多種、多様になる
程、ユーザに対するサービス内容が向上し、より双方向的な放送システムを構築できる。
【０００７】
さて、現行の情報送受信システムの中にはキャプテンシステムのように、情報センター（
キャプテンセンター）に蓄積されているスポーツ、ショッピングなどの各種情報を、電話
回線を利用して選択し、画面上の指示にしたがって必要な情報を選択できるようにしたも
のがある。
【０００８】
このキャプテンシステムは電話回線とテレビを使用するだけで必要な情報を視聴者（ユー
ザ）が入手できるので非常に便利である反面、特定の情報を選択するには多数の手順を経
なければならないので、視聴者の近辺の情報などを選択するには比較的面倒な作業が必要
である。利用するにはその都度、電話回線を利用しなければならないという問題もある。
【０００９】
多チャネルの放送信号を多重伝送できる放送システムが構築されれば、上述したような特
定の地域だけに有効な情報も放送信号として伝送することができるようになり、視聴者は
単に特定のチャネルと特定の地域を選択するだけで、ローカル色豊かな情報を入手できる
ことになり、非常に便利である。
【００１０】
そこで、この発明はこのような課題を達成できるようにしたものであって、地域別情報な
どの特定の情報を送信し、これを選択的に受信・保存できるようにしたものである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上述した課題を解決するために、請求項１に記載の送受信システムは、映像信号及び音
声信号を符号化して第１の符号化情報を出力する第１の符号化手段と、複数の地域に関す
る特定の情報である地域別情報を符号化して第２の符号化情報を出力する第２の符号化手
段と、少なくとも、上記第１の符号化情報、及び、上記地域別情報内の各地域の情報毎に
各々地域コードが挿入される上記第２の符号化情報を多重化して送信する送信手段とを有
する送信装置と、
　少なくとも、映像信号及び音声信号が符号化された上記第１の符号化情報と、複数の地
域に関する特定の情報である地域別情報が符号化されると共に当該地域別情報内の各地域
の情報毎に各々地域コードが挿入される上記第２の符号化情報とが多重化された特定の放
送信号を選局する選局手段と、上記選局手段により選局された上記特定の放送信号を上記
第１の符号化情報及び上記第２の符号化情報に分離する信号分離手段と、上記第１の符号
化情報を復号して上記映像信号及び上記音声信号を出力する第１の復号手段と、入力され
る地域コードと、上記第２の符号化情報に挿入される地域コードとが一致したときに、当
該地域コードに対応する上記第２の符号化情報を復号し、復号された地域別情報を出力す
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る第２の復号手段と、上記第２の復号手段より出力された地域別情報を蓄積する地域別情
報蓄積手段と、本装置の位置を検出し、当該検出された位置に対応する地域コードを上記
第２の復号手段に供給する位置検出手段とを有する受信装置とを備え、上記位置検出手段
は、

を休止状
態 することを特徴とするものである。
【００１３】
　上述した課題を解決するために、請求項 に記載の受信装置は、少なくとも、映像信号
及び音声信号が符号化された第１の符号化情報と、複数の地域に関する特定の情報である
地域別情報が符号化されると共に当該地域別情報内の各地域の情報毎に各々地域コードが
挿入される第２の符号化情報とが多重化された特定の放送信号を選局する選局手段と、上
記選局手段により選局された上記特定の放送信号を上記第１の符号化情報及び上記第２の
符号化情報に分離する信号分離手段と、上記第１の符号化情報を復号して記映像信号及び
上記音声信号を出力する第１の復号手段と、入力される地域コードと、上記第２の符号化
情報に挿入される地域コードとが一致したときに、当該地域コードに対応する上記第２の
符号化情報を復号し、復号された地域別情報を出力する第２の復号手段と、上記第２の復
号手段より出力された地域別情報を蓄積する地域別情報蓄積手段と、本装置の位置を検出
し、当該検出された位置に対応する地域コードを上記第２の復号手段に供給する位置検出
手段とを備え、上記位置検出手段は、

を休止状態 することを特徴とするものである。
【００１７】
メイン情報として、番組などの放送信号の他に、その放送信号を受信できるエリアをカバ
ーする多数の地域に特有なローカル色豊かな地域別情報を地域コードと共に多重送信し、
これを受信装置で復号し、メモリする。復号部では地域コードが与えられており、入力地
域コードに一致した地域別情報のみがメモリされる。
【００１８】
入力地域コードは制御部で生成されたコードを使用することもできるし、自動的に生成さ
れたものを使用することもできる。自動生成の一手段として装置が置かれた緯度と経度を
自動的に判別し、現在位置を特定するＧＰＳ（ Global Positioning System）システムを
利用できる。ＧＰＳ装置から得られる地域情報コードが地域コードとして利用され、この
地域コードが復号部に与えられる。これによってメモリ手段には自動的にその視聴者の近
辺の地域情報のみが蓄積されるので、地域情報を簡単に利用できる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
　続いて、この発明に係る および受信装置の実施の一形態を、図面を参照
して詳細に説明する。
【００２０】
図１はこの発明に係るＩＳＤＢ用送信装置１０の一形態を示す要部の系統図であって、本
例では説明の便宜上統合されて送信されるメイン情報としては、標準テレビジョン信号、
ハイビジョン信号そして各種データ情報であるものとする。そして、そのそれぞれには制
御情報などの付加情報が付加されて多重化される。付加情報は多種多様な情報が考えられ
る。標準テレビジョン信号やハイビジョン信号に関してはタイムコードなどが考えられる
。
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本受信装置の位置を検出する位置検出部と、上記位置検出部により検出された位置情
報から地域コードよりも精度の高い地域情報コードを判別する地域判別手段と、上記地域
判別手段により判別された上記地域情報コードを蓄積すると共に、当該地域情報コードに
対応する地域コードを上記第２の復号手段に供給するメモリ手段とを有し、上記位置を検
出した後は、上記メモリ手段を動作させ、上記位置検出部及び上記地域判別手段

とするように制御

８

本受信装置の位置を検出する位置検出部と、上記位
置検出部により検出された位置情報から地域コードよりも精度の高い地域情報コードを判
別する地域判別手段と、上記地域判別手段により判別された上記地域情報コードを蓄積す
ると共に、当該地域情報コードに対応する地域コードを上記第２の復号手段に供給するメ
モリ手段とを有し、上記位置を検出した後は、上記メモリ手段を動作させ、上記位置検出
部及び上記地域判別手段 とするように制御
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【００２１】
図１を参照すると、端子１２ａには標準テレビジョン信号のうち映像信号ＳＶＮが、端子
１２ｂにはそれに付随した音声信号ＳＡＮが供給され、符号化部１４で圧縮などを含めた
適切な符号化処理が施される。この符号化処理に同期して付加情報発生手段１６が動作し
て、制御情報などの付加情報が生成される。本例では付加情報としてタイムコードを例示
するので、タイムコード発生部１６として構成される。符号化された標準テレビジョン信
号およびタイムコードＴＣは多重化部２０に供給されて他の情報と共に多重化処理がなさ
れる。
【００２２】
端子２２ａにはハイビジョン信号のうち映像信号ＳＶＨが、端子２２ｂにはそれに付随し
た音声信号ＳＡＨが供給され、符号化部２４で圧縮などを含めた適切な符号化処理が施さ
れる。この符号化処理に同期して付加情報発生手段としてのこの例ではタイムコード発生
部２６が起動されて所定のタイムコードが生成される。
【００２３】
端子２８ａにはコンピュータデータや、ファクシミリデータなどの各種データＳＤが供給
され、これが符号化部３０で符号化される。同時に付加情報発生手段３２が起動されて対
応する付加情報が生成される。付加情報としては、データの種類や拡大縮小するためのエ
リア指定などが考えられる。
【００２４】
この発明ではデータの１つとして放送信号が受信できる地域（サービスエリア）のうち複
数の地域に関する特定の情報（地域別情報）が利用される。この地域別情報とはその地域
特有な情報であって、その地域の天気予報（当日、翌日、週間、月間など）、電話帳、地
図、地図でも官公庁や金融業、マーケット、飲食店、理髪店などタウン情報として必要な
特定の業種を主体とした地図、特定の業種の営業時間や、サービス内容などその地域に密
着した特定の情報やさらにはコマーシャル情報などが考えられる。
【００２５】
これらの地域別情報は、放送信号がカバーするエリアに存在する例えば市町村の各地域（
面積の大小は問わない）を基準にして収集された情報であり、好ましくは放送信号がカバ
ーするサービスエリアの全ての市町村が対象となる。全ての市町村の情報を放送信号で送
信することは送信時間などの問題を解決する必要がある。しかし実際問題として観光地、
歓楽街などは既に市販されている雑誌などを参照すれば足りる場合が多いので、より生活
に密着した地域別情報を、地域を細分化して収集するとすれば、収集量もある程度絞るこ
とができ、またその方がサービス向上につながことになる。
【００２６】
図１に示すようにそれぞれから得られた符号化情報や付加情報はそれぞれ多重化部２０に
おいて多重される。多重化部２０では、例えば符号化情報のそれぞれに対してパケット化
し、それに誤り訂正のための符号化を施したもの同士を伝送フレーム単位で多重してビッ
トストリーム化するような処理が行なわれる。
【００２７】
したがって上述した地域別情報もその地域を示す地域コードと共に圧縮、多重化される。
そして例えば図２Ａのようにパケットヘッダに続けて地域別情報が挿入されて他のメイン
情報と共に送信することができる。地域別情報にはその前段に同図Ｂに示すようなそれぞ
れ該当地域を示す地域コードが付される。
【００２８】
同図Ｂはコマーシャル情報を例示してあって、情報提供先とは特定の業種のコマーシャル
提供者を示し、次の具体的情報とはそのコマーシャル先の具体的な業務内容やサービス内
容などが情報として提供される。地域コードにサブコードを付けるなどして地域別情報を
階層化して提供することもできる。
【００２９】
多重化したデータは図１に示す送信部３４で送信手段（例えば放送衛星）に適した送信形
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態となされたＩＳＤＢ用放送信号に変調されたのち、この例ではアップコンバータ３６を
経て送信アンテナ（パラボラアンテナ）３８で放送衛星に向けて送信される。
【００３０】
図３はこのようなＩＳＤＢ用放送信号を受信するこの発明に係る受信装置４０の一例を示
す。受信アンテナ（パラボラアンテナ）４２で受信した衛星波はダウンコンバータ４４に
よって１ＧＨｚ帯にダウンコンバートされ、その後ＩＳＤＢ用チューナ４６に供給されて
選局処理が行なわれる。そのため端子４８よりの選局信号ＳＣによって特定チャネルのＩ
ＳＤＢ用放送信号が選局される。
【００３１】
選局されたＩＳＤＢ用放送信号は信号分離部５０に供給されて、本来のメイン情報と付加
情報に分離される。例えば標準テレビジョン信号のうち特定のチャネルが選局されたとき
には、標準テレビジョン信号とこの特定チャネルに付随する付加情報（タイムコードなど
）とに分離される。分離された標準テレビジョン信号は復号部５２において復号され、映
像信号ＳＶ（ＳＶＮ）と音声信号ＳＡ（ＳＡＮ）とがそれぞれ復号され、これらはモニタ
（ＣＲＴなど）５４に供給されて映像が映し出される。
【００３２】
信号分離部５０で分離された情報のうちデータＳＤに関するデータ情報は別の復号部５６
に供給され、地域別情報の復号処理が行なわれる。受信した地域別情報はサービスエリア
に存在する多数の地域が包含されているので、特定の地域に生活する視聴者にとっては不
要なデータであることが多い。そこで、予め地域コードを入力し、この地域コードと受信
した地域コードが一致した地域別情報のみが復号処理され、さらにその復号データが後段
のメモリ手段７４で蓄積される。メモリ手段７４は半導体メモリ（ＲＡＭなど）や光磁気
ディスク記録再生装置などを利用できる。
【００３３】
地域コードの入力は手動でも、自動でもよい。手動で入力する場合は制御部７０で生成さ
れた地域コードがオア回路７２を介して復号部５６に与えられる。制御部７０は図４に示
すような入力制御装置としてのコマンダ８０からの指令に基づいて制御される。
【００３４】
コマンダ８０は例えば図４に示すように電源スイッチ８２の他に、チャネル選局用のテン
キー（１０キー）８４、順次選局スイッチ８６、ボリュームスイッチ８８が設けられ、さ
らにモニタ５４に対する表示モードの選択スイッチ９０が設けられる。カーソルキー９２
は画面に表示されたカーソル（図示はしない）を移動させるキーである。
【００３５】
地域コードの自動入力は以下のような装置を利用できる。この例ではＧＰＳシステムを利
用した場合である。ＧＰＳシステムは周知のように複数の衛星からの信号をキャッチして
、ＧＰＳ装置の置かれた経度と緯度から自動的にその位置を計算し、指示するシステムで
あって、これは自動車の走行位置を画面上に表示された地図にカーソルで指示したりする
自動追尾装置に応用されている。このＧＰＳシステムを使用すると、受信装置４０の位置
を正確に検出できるからこのときに得られる地域情報コードを上述した地域コードとして
利用できる。
【００３６】
したがって図３に示したＧＰＳ装置６０は次のように構成される。受信アンテナ６２で受
信した複数衛星からの位置信号はＧＰＳ受信部６４に供給され、ＧＰＳ装置６０の位置が
自動的に計算され、計算結果である位置情報は地域判別手段６６に供給されて受信地域に
割り当てられている地域情報コードに変換される。この地域情報コードがＲＡＭなどのメ
モリ手段６８に蓄積される。その位置が検出された後はメモリ手段６８だけを動作させ、
それ以外を休止状態となるように制御することもできる。これで節電できる。
【００３７】
地域情報コードはオア回路７２を経由して復号部５６に供給され、この地域情報コードが
地域コードとして利用される。したがってＧＰＳ装置６０によって受信装置４０の置かれ
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ている位置が検出されると、その地域情報コードを利用して復号部５６ではその地域に関
する情報だけが自動的にメモリされる。
【００３８】
ここで、地域情報コードはその分解能が数メートルから数１０メートルと言う精度で求め
ることができるので、例えば市町村を単位として付された地域コードを確実にカバーでき
る。地域情報コードと地域コードとの対応関係を明確にするため、地域情報コードを地域
コードに自動変換するテーブル（メモリ）を用意することもでき、その場合にはこのテー
ブルを上述したメモリ手段６８で兼用することもできる。
【００３９】
メモリ手段７４に蓄積された地域別情報はさらにセレクタ７６において選択され、選択さ
れた特定の地域別情報がモニタ５４に映し出される。地域別情報の取捨選択を行なうのは
、同じ地域別情報でも必要な情報とそうでない情報があり、これを視聴者が自由に選択で
きるようにするためである。セレクタ７６は制御部７０の出力で制御される。地域別情報
が階層化されているときは、例えばメモリ手段７４に直接階層化コードを与え、特定の情
報のみリードするようにすることもでき、その場合にはセレクタ７６は不要である。復号
部５２からの復号出力と地域別情報とはセレクタ７８によって選択され、何れか一方若し
くは双方を合成した状態で映像表示される。セレクタ７８はコマンダ８０によって制御さ
れる。
【００４０】
セレクタ７６で選択された地域別情報は他の情報端末に与えることもできる。例えばファ
クスなどを接続すれば、この地域別情報（２値データ）を別の利用者に提供できる。受信
装置４０の置かれている位置を検出する手段としてはＧＰＳ装置６０に限らない。例えば
複数地域から送信されるテレビ放送波の電界強度を計測して、大間かな位置を検出するこ
ともできる。
【００４１】
受信装置４０が自動車などに搭載されているときは、自動車に搭載されたＧＰＳ装置その
ものを位置判別手段として利用できるので便利であると共に、自動車が移動している地域
に合致した情報のみを選択的に自動取得できるので、娯楽情報源などとしても活用できる
ことになる。
【００４２】
【発明の効果】
　以上のように、この発明に係る および受信装置では、放送信号の他に地
域別情報を地域コードを付加して送信し、受信側ではこの地域コードを与えることによっ
て、その地域別情報を自動選択できるようにしたものである。
【００４３】
　これによればその地域にちなんだ情報のみを自動的に入手できる特徴を有する。情報入
手に当たっては地域コードを与えれば、その後は自動的にその地域コードに合致した情報
だけを蓄積できるため、現行のキャプテンシステムなどよりも簡単に必要な情報を入手で
きる特徴を有する。また、 が検出された後は、

を休止状態 するので、受信装置を節電できる
ようになる。したがってこの発明はディジタル放送用のＩＳＤＢシステムに適用して極め
て好適である。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係るＩＳＤＢ用送信装置の実施の一形態を示す要部の系統図である。
【図２】地域別情報の挿入例を示す図である。
【図３】この発明に係るＩＳＤＢ用受信装置の実施の一形態を示す要部の系統図である。
【図４】コマンダの一例を示す図である。
【符号の説明】
１０　ＩＳＤＢ用送信装置
１４，２４，３０　符号化部
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送受信システム

受信装置の位置 メモリ手段を動作させ、位
置検出部及び地域判別手段 とするように制御



１６，２６　タイムコード発生手段（付加情報発生手段）
２０　多重化部
３２　付加情報発生手段
４６　ＩＳＤＢ用チューナ
５２，５６　復号部
５４　モニタ
６０　位置判別装置
６４　ＧＰＳ受信部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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７４　メモリ（地域別情報蓄積手段）
７６　セレクタ（第１のセレクタ）
７８　セレクタ（第２のセレクタ）



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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